
 

中華圏の 

日本語文学 

杉本図書館 2Ｆ企画展示 

展示期間：10月3日(月)～11月30日(水) 

文学研究科文化構想学専攻が主催する講演会「日本語圏で書く 

 〈新しい〉 台湾人として」が、11月10日(木)に開催されます。 

講演会では 「台湾生まれ、日本語育ち」の温又柔さんをお招きして、 

日本における多文化共生の実際やアイデンティティ問題など 

について考えます。 

 

今回杉本図書館では、中華圏の日本語文学に対する理解を 

深める機会として、講演会とタイアップした展示を行います。 

中華圏において日本語及び日本語文学が果たしてきた 

歴史的役割を見直すと同時に、中華圏の日本語文学者の 

新しく、多様な日本語文学を紹介します。 

ぜひご覧ください。 

 

第一部 日本植民地下台湾の日本語文学 

第二部 満洲国の日本語・日本語訳文学 

第三部 中華民国期の日本語文学 

第四部 ニューカマーの日本語文学 

文学研究科文化構想学専攻 

講演会 

「日本語圏で書く〈新しい〉 

台湾人として」 
 

タイアップ展示 


